































跡に関する同時代資料である。1901 年（明治 34 年）11 月から、8 面の
うち 2 ページを中国語版とし、1905 年（明治 38 年）7 月からは、『漢文
台湾日日新報』の名で 4 ページの独立した新聞を発行した。だが、1911
年（明治 44 年）には財政困難の理由により、日本語版の中に 2 ページ
の中国語版を付す姿に戻され、この中国語版も 1937 年（昭和 12 年）4
月には、廃止された。









2011 年 9 月 79-143 ページ。
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大正 8 年＝ 1919 年　商専　設置 大正 13 年
総督府高商
大正 9 年＝ 1920 年 大正 14 年
大正 10 年＝ 1921 年 大正 15 年
大正 11 年＝ 1922 年 昭和 2 年





























5 1931 年 1 月 15 日旧台南高等工業学校設立、機械工学科・電気工学科・応用化学
科設置。
1940 年 3 月 30 日電気化学科設置。
1944 年 4 月 1 日台南工業専門学校と改名、土木科・建築科設置。
戦後
1946 年 3 月 1 日中華民国に接収され台湾省立台南工業専科学校と改名。
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中華民國 100 年 11 月。
高淑媛　『頭冷胸寛腳敏：成大早期畢業生與臺灣工業化』國立成功大學、
中華民國 100 年 11 月。
祭玫姿・陳恒安　『不安於室－ –– 成功大學的人文景觀』國立成功大學、
中華民國 100 年 11 月。
王健文・張幸真　『南方歌未央：戦後半世紀的青春記事』國立成功大學、
中華民國 100 年 11 月。
校史編撰小組　『南方歳時記－ –– 成大八十年編年記事圖録』國立成功大
學、中華民國 100 年 11 月。
　特に第一の『成功的基礎』には、臺南高商と入れ替わりで、高等工業
学校を設置する財政事情が、公文書、新聞などを援用しつつ、詳述され
ている。pp.22 － 33. 
6 台南高等工業学校同窓会『台南高等工業学校五十年の歩み』　昭和 56 年７月、開
校 50 周年記念事業企画委員会、東京三鷹市。99 ページ。
台南高等工業学校同窓会「六十周年記念鳳木會會報特別號」平成３年、27 ページ。
台南高等工業学校同窓会『鳳木会名簿』、1992 年。12 ページ。
＜帰国後、別の機会に入手した、鳳木会の機関誌『鵬翼はるか』平成 2 年 7 月 20
日、野村透出版、が私の手元にある。＞






























台南新報　大正 12 年から 13 年　91 ページ分。




台南新報　大正 15 ＆昭和 2 年 1926 ＆ 1927、58 ページ。
台南新報　大正から昭和、77 ページ。
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臺　南　新　報 台北と臺南・高雄
大正 10 年 1921 年 ○
大正 11 年 1922 年 ○
大正 12 年 1923 年 ○
大正 13 年 1924 年 ○
大正 14 年 1925 年 ○
大正 15 年 / 昭和元年 1926 年 ○
昭和 2 年 1927 年 ○
昭和 3 年 1928 年 ○
昭和 4 年 1929 年
昭和 5 年 1930 年 □
昭和 6 年 1931 年 □
昭和 7 年 1932 年 □
昭和 8 年 1933 年 □
昭和 9 年 1934 年 □
昭和 10 年 1935 年 □
昭和 11 年 1936 年 □
































1924 年 4 月 高雄州立屏東農業補習学校として開校
1928 年 4 月 高雄州立屏東農業補習学校と改称
1945 年 11 月 台湾省立屏東農業職業学校と改称
1954 年 8 月 別組織として台湾省立農業専科学校が開校
1959 年 5 月 台湾省立屏東農業職業学校を台湾省立屏東高級農業職業学校と改称
1964 年 3 月 台湾省立農業専科学校と台湾省立屏東高級農業職業学校を統合
 台湾省立屏東農業専科学校として開校
1981 年 7 月 国立屏東農業専科学校と改称
1991 年 7 月 国立屏東技術学院と改称
1997 年 8 月 国立屏東科技大学と改称




























132 —— − 2012年収集を中心として−
の建設に貢献し、1896 年からは台湾に渡って、公衆衛生調査、台北・
淡水・基隆・台南などの上下水道の整備に邁進した W.K. バルトン


























調査中に病にかかり、1899 年 8 月 5 日に 43 歳で没した。1894 年に結婚した日本人
妻との間にもうけた娘を伴って英国への帰国を準備していた目前であったため、帰国
を果たせず、東京の青山霊園に葬られている。

































12 父ジョン ･ ヒル ･ バートン (John Hill Burton) は ､ 福澤諭吉 ｢ 西洋事情外編 ｣ の
原著者であることが判明している。
母キャサリン (Katherine Innes Burton) は女性の教育 ､ 地位向上に貢献した人、
叔母メアリー ･ バートンは A･ コナン ･ ドイルを養育した教育者として知られる。
ダニエル・スタシャワー / ジョン・レレンバーグ / チャールズ・フォーリー編 /




産業大学地域公共学総合研究所年報』3、2012 年 12 月、119-136 ページ。龍谷大
学『里山学研究センター　年次報告書』2013 年 3 月、87-88 ページ。
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沢の旧制４高、東京帝大農科大学で学び「台湾製糖」に入社。1914 年、
砂糖キビ栽培の任務で日本統治下の台湾に渡った。

















水渓の架橋が急務とされ、1911 年（明治 44 年）飯田豊二技師の設計に
よる「下淡水渓鉄橋」が九曲堂駅と六塊厝駅の間に着工され、飯田の責
任監督の下に工事が進められ、1913 年（大正 2 年）の 12 月に竣工した。
14 片倉佳史『台湾に生きている「日本」』祥伝社、2009 年。144 ページ以下参照。








































南支南洋研究①－㊵、1923 － 1943 年。
南邦経済①－⑪、1933 － 1943 年。







17 大正 12 年、大正 15 年、昭和 3 年、昭和 4 年、昭和 5 年、昭和 6 年の所蔵を確
認して、閲覧した。『一覧』昭和 4 年によると、カリキュラムが 2 本立てつまり、
台南高商を受け入れたことが裏付けられる。
18 関西学院大学『経済学論究』67/1、2013 年を参照。


















昭和５年２月 15 日、14 論文で 400 頁をこえる論文集。
　『南支那及南洋情報』　第 1 巻第 1 号～第 2 巻第 12 号—通巻第 1 号～
第 16 号—（昭和 6 年 11 月～昭和 7 年 7 月）
　昭和 6 年 11 月 1 日付の台湾時報発行所の前書きによると、本来この
雑誌は、大正９年 1 月 31 日創刊の『外調週報』（総督府外事及調査両課
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20 人名録、大衆人事録、大人名辞典、満州国名士録、大正人名辞典 3. 上、昭和人
名辞典Ⅲ、大正人名辞典ⅱ下、昭和人名辞典Ⅲなどなどが適宜利用できる。
で刊行し、同年 11 月から『外事週報』と改題）に起源があり、その後
大正 10 年 6 月 18 日から総督府調査課刊行の『統計週報』（大正 9 年 10
月 1 日創刊）と合併して『内外情報』と改題、更に昭和年 2 年 1 月から
現名『南支那及南洋情報』となり、昭和 2 年 1 月から昭和 6 年 10 月ま
で雑誌『台灣時報』の付録として継続してきたが、それから独立して、
月 2 回（1 日、15 日）刊行の附録冊子となり、希望の向きに配布するこ
ととなった、とされている。
　バインドされているものは、その後更に『南支南洋』と改称されて昭
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